
もうこれ以上負けられない
日立台から反撃の狼煙を上げろ！
前

節のV・ファーレン長崎戦は「今年多く
ある試合内容だった」（大谷）というよ
うに、前半から主導権を握り相手を圧

倒したにも関わらず、そのチャンスを逸し、逆に
V・ファーレンのワンチャンスで失点して敗れる
という、今季のレイソルが抱える課題が改めて
浮き彫りになった試合だった。リーグ戦今季初
の連敗。順位を10位まで落とした。
　このタイミングで対戦するのは調子を取り戻
してきた浦和レッズだ。開幕5戦未勝利と一時

は苦しんでいたが、第6節から大槻毅監督（現
ヘッドコーチ）の就任を機にベガルタ仙台戦
（○1−0）、ヴィッセル神戸戦（○3−2）、清水
エスパルス戦（○1−0）とV字回復を果たし、前
節の北海道コンサドーレ札幌戦こそスコアレス
ドローに終わったものの現在はリーグ戦4戦無
敗、YBCルヴァンカップを含めた公式戦では6
戦無敗と調子を上げている。「個の能力が高く
て、前線のコンビネーションの質が高い」（中
山）と警戒を強めるように、もともと高い実力を

持つチームである。さらに今節からは、かつて鹿
島アントラーズをリーグ3連覇に導いたオズワル
ド・オリヴェイラ監督が就任し、盤石の体制で三
協フロンテア柏スタジアムへ乗り込んでくる。
　レッズは難敵には違いないが、レイソルが勢
いに乗るためにはこれほど格好の相手はいな
い。ここまでのレイソルは悲観するような試合を
しているわけではなく、足りていないのは攻守
の噛み合いだ。レッズに真っ向勝負を仕掛け、
勝利を収めることで、そのきっかけをつかむ。

R e y s o l  W i n n i n g  G u i d e

浦和レッズVS
2018 MEIJI YASUDA
J1 League Sec.10
2018.04.25 WED

345
Vol.

クラブ応援プランで、レイソルの強化に協力しよう！
加入はこちらから ▶▶▶ http://prf.hn/click/camref:1101l39gT

スポーツの新しい本拠地



Staff

ヘッドコーチ／大槻 毅
　ルイス アルベルト シルバ
コーチ／池田 伸康、小坂 雄樹、
　山田 栄一郎
ＧＫコーチ／土田 尚史
フィジカルコーチ／ウェイリントン

柏レイソル  　       浦和レッズ
2018 明治安田生命 J1リーグ 第10節

VS

1	 GK	 西川 周作
2	 DF	 マウリシオ 
3	 DF	 宇賀神 友弥 
5	 DF	 槙野 智章
6	 DF	 遠藤 航 
7	 MF	 武富 孝介 
9	 FW	 武藤 雄樹
10	 MF	 柏木 陽介 
11	 MF	 マルティノス
14	 DF	 平川 忠亮
15	 MF	 長澤 和輝
16	 MF	 青木 拓矢
18	 MF	 山田 直輝
19	 FW	 アンドリュー ナバウト
20	 FW	 李 忠成
21	 FW	 ズラタン
22	 MF	 阿部 勇樹 
23	 GK	 岩舘 直
25	 GK	 榎本 哲也
26	 DF	 荻原 拓也
27	 DF	 橋岡 大樹
28	 GK	 福島 春樹
29	 MF	 柴戸 海
30	 FW	 興梠 慎三
31	 DF	 岩波 拓也
38	 MF	 菊池 大介
44	 DF	 大城 螢
46	 DF	 森脇 良太
	 DF	 大桃 伶音
	 MF	 佐藤 陸人　
※出場停止：なし

［監督］ オズワルド オリヴェイラ［監督］ 下平 隆宏

1	 GK	 桐畑 和繁
2	 DF	 鎌田 次郎
3	 DF	 ユン ソギョン
4	 DF	 中谷 進之介
5	 DF	 中山 雄太
7	 MF	 大谷 秀和
8	 MF	 小泉 慶	
9	 FW	 クリスティアーノ
10	 MF	 江坂 任
11	 FW	 山崎 亮平
13	 DF	 小池 龍太
14	 FW	 伊東 純也
15	 MF	 キム ボギョン
16	 GK	 滝本 晴彦
17	 MF	 手塚 康平
18	 FW	 瀬川 祐輔
19	 MF	 中川 寛斗
20	 FW	 ハモン ロペス
21	 GK	 猿田 遥己
22	 DF	 パク ジョンス
23	 GK	 中村 航輔	
24	 DF	 宮本 駿晃
25	 MF	 田中 陸
26	 DF	 古賀 太陽
27	 DF	 今井 智基
28	 MF	 栗澤 僚一
29	 DF	 中川 創
30	 MF	 澤 昌克
31	 GK	 小久保玲央ブライアン
37	 MF	 細貝 萌
39	 DF	 亀川 諒史
※出場停止：なし
Staff

ヘッドコーチ／加藤 望
コーチ／岩瀬 健
GKコーチ／松本 拓也
フィジカルコーチ／松原 直哉

アカデミー時代を含めてレイソル

に11年間在籍し、今季からレッ

ズへ移籍した。レッズでは主に途中出

場が続いているが、ジョーカーとして

試合の流れを劇的に変える役目はレ

イソルでも担い、結果も残してきた。

アカデミー時代には“天才”と謳わ

れ、ゾーンの間でボールを受けるタイ

ミングと独特の間合いを持ち合わせ、

昨季は9得点を挙げたように近年は得

点感覚も磨かれている。日立台での古

巣対戦に燃えないわけがない。

			  J.League Division 1 順位表

2018年4月22日（第9節）現在

2018.04.25 WED 三協フロンテア柏スタジアム 19:03 KICK OFF
マッチコミッショナー：平山 博光

アセッサー：大野 辰巳
主審：福島 孝一郎／副審：中井 恒、田中 利幸／第4の審判：熊谷 幸剛

KASHIWA REYSOL 2018 Game Schedule

節 日付 時刻 対戦相手 会場 結果
1 2月25日（日） 13:00 ベガルタ仙台 ユアスタ ●0-1
2 3月2日（金） 19:30 横浜F・マリノス 三協F柏 ○2-0
3 3月10日（土） 15:00 セレッソ大阪 三協F柏 △1-1
4 3月18日（日） 15:00 ガンバ大阪 吹田S △2-2
5 3月30日（金） 19:30 ヴィッセル神戸 三協F柏 ○2-1
6 4月8日（日） 15:00 サンフレッチェ広島 三協F柏 ●0-1
7 4月11日（水） 20:00 サガン鳥栖 ベアスタ ○2-1
8 4月14日（土） 14:00 北海道コンサドーレ札幌 三協F柏 ●1-2
9 4月22日（日） 16:00 V・ファーレン長崎 トラスタ ●0-1

10 4月25日（水） 19:00 浦和レッズ 三協F柏
11 4月28日（土） 14:00 清水エスパルス アイスタ
12 5月2日（水） 19:00 湘南ベルマーレ BMWス
13 5月5日（土・祝） 14:00 ジュビロ磐田 三協F柏
14 5月12日（土） 15:00 川崎フロンターレ 三協F柏
15 5月20日（日） 14:00 名古屋グランパス 豊田ス
16 7月18日（水） 19:00 FC東京 三協F柏
17 7月22日（日） 18:30 鹿島アントラーズ カシマ

節 日付 時刻 対戦相手 会場 結果
18 7月28日（土） 19:00 ヴィッセル神戸 ノエスタ
19 8月1日（水） 19:30 湘南ベルマーレ 三協F柏
20 8月5日（日） 14:00 北海道コンサドーレ札幌 札幌ド
21 8月11日（土・祝）19:00 ベガルタ仙台 三協F柏
22 8月15日（水） 19:00 FC東京 味スタ
23 8月19日（日） 19:00 ジュビロ磐田 ヤマハ
24 8月25日（土） 19:00 V・ファーレン長崎 三協F柏
25 9月1日（土） or 2日（日） 未定 横浜F・マリノス 日産ス
26 9月15日（土） or 16日（日） 未定 清水エスパルス 三協F柏
27 9月22日（土） or 23日（日・祝） 未定 サガン鳥栖 三協F柏
28 9月29日（土） or 30日（日） 未定 浦和レッズ 埼玉
29 10月6日（土） or 7日（日） 未定 サンフレッチェ広島 Eスタ
30 10月19日（金） 未定 名古屋グランパス 三協F柏
31 11月3日（土・祝） or 4日（日）※1 未定 川崎フロンターレ 等々力
32 11月10日（土）※2 未定 鹿島アントラーズ 三協F柏
33 11月24日（土） 未定 セレッソ大阪 ヤンマー
34 12月1日（土） 未定 ガンバ大阪 三協F柏

節 日付 時刻 対戦相手 会場 ホーム／アウェイ 結果
1 2月13日（火） 19:30 全北現代モータース（KOR） 全州 A ●2-3
2 2月20日（火） 19:30 天津権健（CHN） 日立柏 H △1-1
3 3月6日（火） 19:30 傑志SC（HKG） 日立柏 H ○1-0
4 3月14日（水）   20:00（現地） 傑志SC（HKG） 香港 A ●0-1
5 4月4日（水） 19:30 全北現代モータース（KOR） 日立柏 H ●0-2
6 4月18日（水）  19:00（現地） 天津権健（CHN） 天津 A ●2-3

2回戦 6月6日（水） 19:00 秋田県代表対千葉県代表の勝者 三協F柏 H

明治安田生命Jリーグディビジョン1 順位	 チーム	 勝点	 試合	 勝	 引分	 敗	 得失点差

	1	 広島	 25	 9	 8	 1	 0	 10

	2	 FC東京	 16	 9	 5	 1	 3	 3

	3	 川崎	 15	 9	 4	 3	 2	 7

	4	 札幌	 15	 9	 4	 3	 2	 3

	5	 C大阪	 15	 9	 4	 3	 2	 1

	6	 仙台	 15	 9	 4	 3	 2	 0

	7	 神戸	 14	 9	 4	 2	 3	 3

	8	 磐田	 14	 9	 4	 2	 3	 1

	9	 浦和	 12	 9	 3	 3	 3	 0

10	 柏	 11	 9	 3	 2	 4	 0

11	 長崎	 11	 9	 3	 2	 4	 -1

12	 鹿島	 11	 9	 3	 2	 4	 -2

13	 清水	 9	 9	 2	 3	 4	 0

14	 湘南	 9	 9	 2	 3	 4	 -3

15	 横浜FM	 9	 9	 2	 3	 4	 -4

16	 鳥栖	 8	 9	 2	 2	 5	 -3

17	 G大阪	 7	 9	 2	 1	 6	 -6

18	 名古屋	 7	 9	 2	 1	 6	 -9

予想スターティングメンバー

※1 AFCチャンピオンズリーグ2018において出場クラブが決勝に進出した場合、開催日が10月31日（水）に変更となる可能性があります。
※2 AFCチャンピオンズリーグ2018において出場クラブが決勝に進出した場合、開催日が11月6日（火）もしくは11月7日（水）に変更となる可能性があります。

浦和レッズ
7MF 武富 孝介Stop the Key Player

©J.LEAGUE

AFC
チャンピオンズリーグ

2018
グループステージ

グループE

天皇杯第98回全日本サッカー選手権大会



M a t c h A n a l y s i s

提供：データスタジアム

4月23日時点でのデータ

柏レイソル VS 浦和レッズ



FOCUS

—
—

３
月
30
日
か
ら
始
ま
っ
た
11
連
戦
は
後
半
に
差
し
掛
か
り

ま
し
た
。

「
先
週
ま
で
は
疲
れ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｃ
Ｌ
の
中
国
遠
征
を

回
避
さ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
、
だ
い
ぶ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
回

復
し
ま
し
た
。
そ
の
前
ま
で
中
２
日
の
連
戦
が
２
回
続
い
た
の

で
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
戦
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
的
に
か
な
り
き
つ
か
っ

た
で
す
」

—
—

前
節
の
Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
戦
は
落
と
す
よ
う
な
試
合

内
容
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
振
り
返
っ
て
い
か
が
で

す
か
？

「
初
め
て
最
終
ラ
イ
ン
を
５
枚
で
や
り
ま
し
た
。
相
手
が
ブ
ロ
ッ

ク
を
作
っ
て
き
た
の
で
、
前
線
ま
で
侵
入
し
て
い
く
の
は
比
較

的
で
き
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら
の
崩
し
の
部
分
で

ア
イ
デ
ア
が
足
り
な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

—
—

今
季
は
内
容
的
に
は
悪
く
な
く
て
も
、
そ
こ
で
結
果
に
結

び
つ
け
ら
れ
な
い
試
合
が
多
い
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
で
決
め
き
れ

な
い
、
そ
し
て
守
備
も
耐
え
き
れ
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

「
終
盤
に
失
点
が
多
い
と
き
は
、
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
後
ろ

を
５
枚
に
す
る
オ
プ
シ
ョ
ン
も
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
得
点
の

部
分
は
個
人
の
力
や
精
度
も
必
要
だ
し
、
ま
た
チ
ー
ム
と
し
て

も
連
携
を
高
め
て
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
攻
撃
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
効
果
的
な
攻
撃
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
」

—
—

「
攻
撃
の
工
夫
」と
い
う
部
分
で
は
、
伊
東
選
手
が
サ
イ
ド

に
張
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
サ
イ
ド
に
入
っ
て
小
池
選
手
を

サ
イ
ド
に
出
す
形
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
よ
り
も
効
果

的
に
で
き
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
が
？

「
後
ろ
を
３
枚
で
回
す
と
き
は
リ
ュ
ウ
（
小
池
）が
高
い
位
置
を

取
れ
る
の
で
、自
分
は
ト
ッ
プ
の
下
に
入
る
シ
ャ
ド
ー
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
も
と
も
と
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
の
と
き
も
シ
ャ
ド
ー
を

や
っ
て
い
ま
し
た
し
、
自
分
と
し
て
は
イ
ン
サ
イ
ド
で
プ
レ
ー

す
る
こ
と
に
は
違
和
感
は
な
い
で
す
。
で
も
も
っ
と
ボ
ー
ル
を

受
け
た
い
で
す
ね
。
サ
イ
ド
だ
と
も
っ
と
受
け
て
１
対
１
に
な

る
場
面
が
多
い
の
で
、
イ
ン
サ
イ
ド
で
も
同
じ
ぐ
ら
い
ボ
ー
ル

を
受
け
て
仕
掛
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

—
—

攻
撃
陣
と
し
て
は
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
の
に
得
点
数
が
伸
び

ず
、
そ
れ
で
勝
利
に
結
び
つ
か
な
い
も
ど
か
し
さ
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
伊
東
選
手
自
身
は
、
ど
の
あ
た
り
に
課
題
が
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
か
？

「
サ
イ
ド
で
崩
し
き
れ
て
も
、
ゴ
ー
ル
前
に
入
っ
て
く
る
選
手
と
の

連
携
が
う
ま
く
噛
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
一

人
が
ニ
ア
に
入
っ
た
ら
も
う
一
人
は
フ
ァ
ー
に
入
る
と
か
、
単
独

で
動
く
ん
じ
ゃ
な
く
て
周
り
を
見
な
が
ら
や
れ
ば
う
ま
く
い
く
と

思
い
ま
す
。
練
習
か
ら
い
つ
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、そ
う
い
っ

た
要
求
は
も
ち
ろ
ん
選
手
同
士
で
も
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
試
合

中
は
流
れ
も
あ
る
し
、難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。で
も
、そ
こ
を
も
っ

と
合
わ
せ
て
い
か
な
い
と
得
点
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
ら
」

—
—

こ
の
連
敗
の
流
れ
を
断
ち
切
り
た
い
状
況
で
、
迎
え
る
相

手
は
浦
和
レ
ッ
ズ
で
す
。
今
回
の
レ
イ
ソ
ル
戦
か
ら
オ
リ
ヴ
ェ

イ
ラ
監
督
が
指
揮
を
執
り
ま
す
。

「
監
督
は
替
わ
り
ま
し
た
が
、今
年
の
試
合
を
見
た
感
じ
で
す
と
、

今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
っ
た
印
象
は
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。や
っ

ぱ
り
前
線
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
は
高
い
の
で
、
な
る
べ
く
自
分
た

ち
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
相
手
の
攻
撃
の
時
間
を
減
ら
せ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
も
し
押
し
込
ま
れ
た
と
し
て
も
去
年
の
埼
ス
タ
で

の
試
合
の
よ
う
に
奪
っ
た
後
に
速
い
カ
ウ
ン
タ
ー
を
出
し
て
い

き
た
い
で
す
」

—
—

昨
季
第
14
節
の
試
合
（
○
１—

０
）で
は
、
特
に
前
半
は
レ

イ
ソ
ル
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
攻
め
込
む
時
間
が
多
か
っ
た
で
す
。

「
あ
の
試
合
も
得
点
は
サ
イ
ド
の
ク
ロ
ス
か
ら
で
し
た
。
今
年
も

そ
の
時
の
よ
う
に
サ
イ
ド
を
う
ま
く
崩
し
、
先
制
点
を
取
っ
て
、

い
い
流
れ
に
持
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

—
—

レ
イ
ソ
ル
と
し
て
も
今
は
連
敗
中
。
た
だ
、
レ
ッ
ズ
の
よ

う
な
相
手
に
勝
つ
こ
と
で
勢
い
に
乗
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

「
そ
う
で
す
ね
。
レ
ッ
ズ
は
最
初
勝
て
て
い
な
か
っ
た
で
す
が
、

そ
こ
か
ら
連
勝
し
て
４
試
合
負
け
な
し
。
調
子
の
良
い
相
手
に

勝
て
れ
ば
勢
い
も
つ
く
と
思
い
ま
す
し
、ま
ず
は
レ
ッ
ズ
に
し
っ

か
り
勝
っ
て
、
そ
の
後
連
勝
で
き
る
よ
う
な
流
れ
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
」

—
—

伊
東
選
手
個
人
の
こ
こ
ま
で
の
結
果
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
？

「
去
年
の
こ
の
時
期
、
自
分
は
ま
だ
無
得
点
で
し
た
。
初
得
点
は

５
月
の
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
で
結
構
遅
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を

考
え
た
ら
今
年
は
２
点
取
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
前
線
の
得
点
は
全
体
的
に
少
な
い
で
す
し
、
チ
ー
ム
と
し

て
60
得
点
が
目
標
な
の
で
、
１
試
合
２
点
を
取
る
こ
と
を
考
え

た
ら
、
も
っ
と
結
果
に
は
貪
欲
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ど

の
試
合
で
も
必
ず
チ
ャ
ン
ス
は
作
れ
て
い
る
の
で
、
今
年
は
二
桁

得
点
を
取
っ
て
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

—
—

今
後
へ
の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
勝
っ
た
り
負
け
た
り
で
な
か
な
か
波
に
乗
り
切
れ
な
い
の
で
、

ま
ず
一
つ
勝
っ
て
、
そ
こ
か
ら
連
勝
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

こ
か
ら
巻
き
返
し
て
、
中
断
前
に
は
良
い
順
位
に
、
で
き
れ
ば

優
勝
を
狙
え
る
位
置
ま
で
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」

伊東純也
14FW

Junya ITO



サッカーを愛する皆様へ 　Jリーグ及び柏レイソルでは、
安全で快適な試合観戦環境

をご提供するため、「試合運営管理規程」に基づいて試合の安全管理とセ
キュリティーを行っております。ご観戦の際は、柏レイソル公式HPや各入場
ゲート付近に掲出してある「試合運営管理規程」を遵守していただき、試合
の雰囲気を盛り上げるようなフェアな応援をお願いいたします。
　観戦ルールやマナーを守っていただくことで「安全で快適なスタジアム」
は実現できると考えております。皆様のご理解・ご協力を宜しくお願い申し上
げます。
　また地震が多発している状況を受け、当クラブでは安全対策の強化に取
り組んでいます。試合前、試合中に大きな揺れを感じた場合はあわてて出口
や通路、階段に殺到しないようにし、身をかがめる、頭を保護するなど身の
安全を確保してください。なお、試合中に緊急地震速報が発表された場合、
一時試合を中断いたします。場内アナウンスの指示に従って落ち着いて行動
していただきますようお願いいたします。

厳しい結果が続く最
近。しんどいときこそ太
陽の神さまにいろいろ
願掛けしてみましょー
(神頼みも大事、たぶ
ん)！今夜はスッキリ勝
利、したいですー！

赤いチキンカリー 
700円

レイくん焼印入り！
今川焼（小倉・カスタード） 
各100円

レイくん焼印入り！
レイソルバーガー 
500円

  ボンベイ×日立台カリーぶ（柏熱地帯屋外）

  日京クリエイト（柏熱地帯コンコース内店舗／屋外テント店舗）

AWAYチームを
喰い倒せシリーズ

レイく­んの顔の焼印が入った
スタジアムグルメが新登場！
ご来場の記念に是非ご賞味下さい！

チーム 内容 対戦相手 時間 場所
U18A TR - 10:00 -
U18B TM 専修大松戸高校 16:00 専修大松戸高校グランド
U15 TR - 15:00 -
U14 TR - 15:00 -
U13 TM アントラーズノルテ　U-13 13:00 日立柏グランド
U12 TM Wings　U-12 10:00 日立柏グランド
U11 TR - 14:00 -
U10 TR - 14:00 -

★4月28日（土）

チーム 内容 対戦相手 時間 場所
U18A プレミアリーグ 市立船橋高校 11:00 市立船橋高校グランド
U18B - - - -
U15 関東リーグ 鹿島アントラーズ　U-15 13:00 新日鐵住金グランド
U14 メトロポリタンリーグ 鹿島アントラーズ　U-14 15:30 新日鐵住金グランド
U13 - - - -
U12 全少予選 FC Forte K-2　ギャルソン浦安 9:00 日立柏グランド
U11 全少予選 FC Forte K-2　ギャルソン浦安 9:00 日立柏グランド
U10 TM 水戸ホーリーホック　レジスタ 14:00 日立柏グランド

★4月29日（日）

TR＝トレーニング、TM＝練習試合

◎商品によって取扱売店、ショップが異なります。詳しくはレイソル公式サイトをご参照ください。
※店舗によって在庫状況が異なります。品切れの際はご容赦下さい。

◎柏レイソル公式オンラインショップURL

http://www.reysol-online.jp/

※記載されている金額は消費税（8％）込みの金額となります。

新商品発売！4月25日(水)浦和戦より
 タオルマフラー、ボックスティッシュケースなど

 計4商品が発売開始！

Reysol Goods!

対戦相手のチームカラーにちなんだ
赤い赤いチキンカリーライスです。
パプリカで赤くした、
トマトの酸味がアクセントになる
チキンカリーに仕上げました。
是非ご賞味下さい！

※数量限定となります。品切れの際はご容赦下さい

アクリルキーホルダー(エンブレム)
¥540

アクリルキーホルダー(エンブレム)
¥540

ボックスティッシュケース
¥1,944

食べ尽くせ！！ 日立台グルメ

タオルマフラー（ワッペン付き）¥1,620

※コンコース内店舗のみ
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チケットのご購入
はお近くのローソ
ン・ミニストップ店
内Loppiで！

 5/5vs磐田戦 チケット発売中！チケットのご購入はお早めに！
【会員先行販売】5/12vs川崎戦 チケット発売中！【一般販売開始は4/29〜】

柏レイソルパートナー  KASHIWA REYSOL Partner

アスリート
イソメディカルシステムズ
オフィス神山
グーロクリエイト
JAちば東葛
常南通運
常陽商事
野田小型運送
日立産機システム
文化工房
明治安田生命保険（相）柏支社 
東京海上日動火災保険

秋田運輸
菓子工房 モン･シェフ
柏プラネット
ロイヤルガーデンパレス柏 日本閣
助川工務店
なつの製作所
柏市まちづくり公社
柏駅前通り商店街振興組合
流通サービス
ほねつぎ増尾はりきゅう接骨院
ヴィスポ柏99フットボールクラブ
海老輝自動車工場

FCアクティブ柏
風早レクトFC
柏魚市場
海賊船
柏エフォートフットボールクラブ
柏商工会議所
柏二番街商店会
柏マイティーフットボールクラブ
柏ラッセルフットボールクラブ
柏レイソルA.A.流山
カナリーニョフットボールクラブ
北柏交通

木村ガラス
グリーンテック
子供水着のサンディア
コナンテック
ザ･柏タワースクエア駐車場
桜田建設
サンアドバンス
芝園開発（Fitness24 by cycle24h）
新柏倉庫
スパークル企画
SEPT
創作料理 銀の趣

相鉄フレッサイン 千葉柏
ダスキンベリエール
ダムフットボールクラブ
テガサイエンス
てらだデンタルクリニック
トイプードル専門ブリーダープードルライフ
東邦タクシー
TOR
トキタ工務店
南洲興業
ニッカウヰスキー柏工場
パルシステム千葉

はるみ鍼灸接骨院
ヒガキオートサービス
日立ヘルスケア･マニュファクチャリング
穂高賃貸センター
ボックスウッド
ミツワ堂
みんなの歯科クリニック
明月苑
八木歯科医院
ヤノハウスコート
レイアップゴルフスタジオ
ユニホームサービス

横尾一徳税理士事務所
リューセイ

柏レイソルでは「地域」と「応援」をキーワードに、クラブの活動理念にご賛同いただいた法人企業様を対象とするクラブスポンサー制度「柏レイソルパートナー」を設け、
多くの企業様にご協賛いただいております。皆様の温かいご支援のもと、地域と一体となったクラブを目指してまいります。

ユニフォームスポンサー

クラブスポンサー

CSR（社会貢献）パートナーサプライヤー

We Support KASHIWA REYSOL 2018
アカデミースポンサー

指宿キャンプでは、加藤望ヘッドコーチ
の下、今季のテーマでもあった「中央
の崩し」を精力的に、しかも様々なバリ

エーションに渡って取り組んできた。また、日々
のトレーニングでも中央のみならずサイドを含め
たアタックを反復することで、選手間のコンビネー
ションと精度を磨いている。全体練習終了後には、
攻撃陣はこぞってシュート練習に励み、個々の技
術向上にも努めている。
　ヴィッセル神戸戦の伊東純也の左足シュートや、
北海道コンサドーレ札幌戦の亀川諒史のカットイ
ンからの右足シュートは、その鍛錬の成果だろう。
　しかしチーム全体で見ると、どうしても試合で
は攻撃の形が噛み合わない。チャンスは数多く
作る。サイドも突破する。だが中の選手と合うこ
とはなく、ゴール前のシーンを作っても得点数と
比例していかない。それが今季のレイソルが抱え
る攻撃の課題の一つだ。
　もちろんシュート練習と試合とでは異なる部分
も多い。例えば、サンフレッチェ広島戦ではボラ
ンチを最終ラインに下ろし、後方3枚によるビル
ドアップを選択したため、中盤でボールを受けよ
うとトップ下の江坂任が降りる場面が多くなって
しまった。しかも1トップのクリスティアーノもサイ

ドへ流れる傾向にあるため、クロスを上げたとし
てもゴール前の人数が足りておらず、よほどピン
ポイントのクロスが入らない限りは得点が生まれ
ない形になってしまったのも事実だ。一方、シュー
ト練習では必ず2人アタッカーがニアとファーの
両方へ入る形から始めるため、練習と実戦とで
は簿妙な誤差が生じてしまうのは仕方ない。た
だ、V・ファーレン長崎戦のように、後方を始め
からから3枚でスタートするのなら、「前線が下が
りすぎる」という現象は起きづらい。そうなるとや
はりゴール前にどう入っていくか、どこまで集中
力を研ぎ澄ませ、こぼれてくるとは限らないボー
ルに対し、何度も何度も繰り返していくアクショ
ンが求められる。
　果たして得点を決めるために、そのアクション
を繰り返し行えていたかといえば、物足りなさは
残る。
　V・ファーレン戦では、ハモン・ロペス投入後、
途中から長いボールを入れる形が増えた。だった
らその背後に流れてくるボールを狙ってどれだけ
走り込めていたか。または、サイドを突破した際に、
中央のDFを引き出すためにニアに飛び込む選手
はいたのか。ゴール前で入ってくるボールを待つ
ばかりでは、得点は生まれない。自分からニアに

入ってボールを呼び込むプレーによって、ファー
サイドの選手が空くこともあれば、ニアに飛び込
んだ選手が触ってゴール前のルーズボールになる
ケースもある。際どいクロス次第では相手DFの
オウンゴールも誘発できる。綺麗に崩すだけが得
点ではない。オウンゴールであろうと、誰かの体
に当たって入った得点であろうと1点は1点だ。
　澤昌克も、現在の得点力不足について「ニア
に飛び込む選手がいない」と原因を述べていた。
澤はこうも言う。
「大切なのは自分が決めることではなく、チーム
のために犠牲になるということ。タイミングを見
て走り込んで、相手の前に入ればクリアされても
意図的にはクリアさせないし、うまくいけば自分
がすらしたり、自分が囮になって後ろがフリーに
なるから、ファーの選手が決めることができます。
そういうことを感じてゴール前に入れるか」
　チャンスは作れているのだからあと一歩。献身
性と泥臭さがあれば、きっと得点は生まれる。そ
ういうことをやり切ってこそ、得点と勝利がついて
くるのだ。

Profile ／鈴木潤 Jun SUZUKI
レイソルを中心に国内ユース年代から海外サッカーなどを取
材。日々の取材を発信するHP「柏フットボールジャーナル」
も運営。

献身性と泥臭さReysol Report


